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川
柳
知
っ
た
か
ぶ
り 

Ｓ
３
５ 

繊
維
修 

 

穴
原
明
司

一
．
日
本
の
詩
歌 

一
―
一
．
万
葉
集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

短 

歌 
 

5
･7

･5

＋7
･7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長 

歌 
 

5
･7

･5
･7

…
…
…7

･7
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

  
 

旋
頭
歌 

 
5
･7

･7

…
…
…5

･7
･7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏
足
石
歌 

5
･7

･7
･7 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

連 
歌 

 

（5
･7

･5

＋7
･7

）×

ｎ 

一
―
二
．
連
歌 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

短
連
歌 

Ａ
（5

･7
･5

）
＋
Ｂ
（7

･7

） 
 

長
連
歌 

Ａ
（5

･7
･5

）
＋
Ｂ
（7

･7

）
＋
Ｃ
（5

･7
･5

）
＋
Ａ
（7

･7

）
…
…
… 

 
 
 
 

一
―
三
．
正
風
連
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

飯
尾
宗
祇
（1421

～1502

）
は
娯
楽
的
に
堕
し
た
連
歌
を
幽
玄
な
芸
術
に
高
め
よ
う

と
正
風
連
歌
を
提
唱
し
、
「
新
撰
菟
玖
波

．
．
．
集
」
を
編
む
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

雪
な
が
ら
や
ま
も
と
か
す
む
夕
か
な 

 
 

（
発
句
） 

 

宗
祇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
水
遠
く
梅
に
ほ
ふ
さ
と 

 
 
 

（
脇
句
） 

 

肖
柏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
か
ぜ
に
一
む
ら
や
な
ぎ
は
る
み
え
て 

 

（
第
三
＝
平
句
）
宗
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舟
さ
す
お
と
も
し
る
き
あ
け
か
た 

（
第
四
＝
平
句
）
宗
祇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
…
…
… 

 
 
 
 
 

（
最
終
行
＝
挙
句
） 

一
―
四
．
俳
諧
連
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
六
世
紀
に
な
る
と
、
規
則
が
煩
雑
に
な
っ
た
正
風
連
歌
に
対
し
、
俗
っ
ぽ
い
口
語
、

自
由
奔
放
な
滑
稽
味
を
加
え
た
俳
諧
の
連
歌
が
広
く
流
布
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

一
―
五
．
前
句
付
け
の
誕
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

連
歌
で
は
前
の
句
に
次
の
句
の
「
得
も
言
わ
れ
ぬ
」
付
け
方
が
要
求
さ
れ
る
。 

そ
こ
で
適
当
な
題
句
（5
･7

･5

ま
た
は7

･7

）
を
出
し
て
、
そ
れ
に
付
け
る
練
習
を 

す
る
と
そ
れ
が
面
白
い
、
と
い
う
こ
と
で
「
前
句
付
け
」
と
し
て
独
立
し
た
文
芸
に 

発
展
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
な
ぞ
な
ぞ
問
答
形
式
の
も
の
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。 

「
竹
馬
．
．
狂
吟
集
」
（1499

）（
傍
点
は
前
掲
「
新
撰
菟
玖
波

．
．
．
集
」
の
揶
揄
） 

・
折
る
人
の
手
に
く
ら
ひ
つ
け
犬
ざ
く
ら 

・
か
へ
る
な
よ
我
が
び
ん
ぼ
ふ
の
神
無
月 

つ
ぶ
る
る
も
あ
り
つ
ぶ
れ
ぬ
も
あ
り 

・
秋
風
に
木
ず
え
の
熟
柿
ま
た
落
ち
て 

お
そ
れ
な
が
ら
も
入
れ
て
こ
そ
み
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
我
が
足
や
手
洗
の
水
の
月
の
か
げ 
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「
新
撰
犬
筑
波
．
．
集
」
（1539

？
山
崎
宗
鑑
）
（
傍
点
は
前
掲
「
新
撰
菟
玖
波

．
．
．
集
」
の
揶
揄
） 

 
 
 
 
 
 
 

・
月
に
柄
を
さ
し
た
ら
ば
よ
き
う
ち
は
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

切
り
た
く
も
あ
り
切
り
た
く
も
な
し 

・
ぬ
す
人
を
と
ら
へ
て
み
れ
ば
わ
が
子
な
り 

 
 
 
 
 
 
 

・
さ
や
か
な
る
月
を
隠
せ
る
花
の
枝 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

短
連
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
（
な
ぞ
な
ぞ
）   

 
 
 
 
 
 

連
歌 

 
 
 
 
 
 

正
風
連
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
連
歌 

 
 
 
 
 
 
 

 

発
句 

 
 

俳
句 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

俳
諧
の
連
歌 

 

┌
前
句
付
け
┐ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
句  

 
  

川
柳  

二
．
江
戸
時
代 

― 

俳
句
と
川
柳
の
誕
生 

松
尾
芭
蕉
（1644

～1694

）
は
、
俳
諧
連
歌
の
発
句
の
質
を
追
求
し
、
そ
の
独
立
性
を
高
め
、

新
た
な
境
地
を
開
い
て
俳
句
と
し
て
完
成
し
た
。
し
か
し
当
時
は
俳
句
と
は
呼
ば
れ
ず
、
俳
諧

あ
る
い
は
発
句
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

他
方
、
庶
民
の
間
で
は
、
前
句
付
け
が
人
気
を
博
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
経
て
興
業
化
さ
れ
、

「
万
句
合
興
業
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
仕
組
み
は
（
３
回
／
月
開
催
） 

（
１
）
点
者
が
課
題
の
「
前
句
」
を
示
し
、
「
付
け
句
」
を
募
集
す
る
。
広
告
。 

（
２
）
応
募
者
は
、
規
定
の
料
金
を
添
え
て
指
定
の
場
所
に
持
参
。
取
次
ぎ
を
経
て
点
者
へ
。 

（
３
）
点
者
は
作
品
を
選
考
し
、
入
選
句
を
印
刷
物
（
勝
句
刷
り
）
に
し
て
発
表
。
入
選
者
に
は
賞

品
を
出
す
。 

（
４
）
点
者
は
、
応
募
者
の
料
金
か
ら
、
取
次
へ
の
手
数
料
、
印
刷
代
、
賞
品
代
を
引
き
儲
け
。 

二
―
一
．
柄
井
川
柳
（1718

～1790

）
本
名 

柄
井
八
衛
門
正
通
、
俳
名
「
川
柳
」
。 

浅
草
新
掘
端
・
龍
宝
寺
門
前
三
代
目
名
主
。
三
十
四
歳
で
万
句
合
興
業
の
点
者
を
始
め
、
没
す
る

ま
で
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
、
代
表
的
な
点
者
に
の
し
上
が
る
。
彼
の
選
ん
だ
前
句
付
を
「
川
柳

評
」
「
川
柳
点
」
な
ど
と
言
い
、
こ
れ
が
前
句
付
の
代
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
や
が
て
「
川
柳
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

二
―
二
．「
誹
風
柳
多
留
」（1765

）
（
呉
陵
軒
可
有
編
）
（
以
後167

篇
ま
で
引
き
継
が
れ
る
。
） 

 
 
 

「
川
柳
評
」
の
勝
句
刷
り
か
ら
、
十
七
音
の
独
立
し
た
句
と
し
て
意
味
の
わ
か
る
も
の
を
編
集
。 

・
か
み
な
り
を
ま
ね
て
腹
掛
や
っ
と
さ
せ 

 
 
 

こ
ハ
い
事
か
な
こ
ハ
い
事
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

・
神
代
に
も
だ
ま
す
工
面
は
酒
が
入 

 
 
 
 
 

手
伝
ひ
に
け
り
手
伝
ひ
に
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

・
道
問
へ
ば
一
度
に
う
ご
く
田
植
笠 

 
 
 
 
 

て
い
ね
い
な
事
て
い
ね
い
な
事 

 
 
 
 
 
 
 

・
ひ
ん
抜
い
た
大
根
で
道
を
お
し
へ
ら
れ 

 
 
 

馬
鹿
な
事
か
な
馬
鹿
な
事
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

・
寝
て
居
て
も
団
扇
の
う
ご
く
親
心 

 
 
 
 
 

座
り
こ
そ
す
れ
座
り
こ
そ
す
れ 

 
 
 
 
 
 
 

・
本
降
り
に
成
て
出
て
行
雨
や
ど
り 

 
 
 
 
 

--------- 
 
 
 
 
 
 
 

・
母
親
は
も
っ
た
い
な
い
が
だ
ま
し
よ
い 

 
 
 

気
を
付
に
け
り
気
を
付
に
け
り  

 
 
 
 
 
 
 

・
碁
敵
は
憎
さ
も
憎
し
な
つ
か
し
さ 

 
 
 
 
 

む
つ
ま
し
ひ
事
む
つ
ま
し
ひ
事 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

・
泣
き
泣
き
も
よ
い
方
を
と
る
か
た
み
わ
け 

 
 

-------- 
 
 
 
 
 
 

  

・
孝
行
の
し
た
い
時
分
に
親
は
な
し 

 
 
 
 
 

-------- 
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二
―
三
．
安
政
の
改
革 

 
 

五
世
川
柳
を
襲
名
し
た
水
谷
金
蔵
は
、
安
政
の
改
革
の
あ
お
り
を
受
け
、
二
つ
の
規
範
を
示
し
た
。 

（
１
）
「
柳
風
式
法
」 

判
者
（
選
者
）
の
心
得 

１
． 

政
事
に
関
わ
り
た
る
儀
は
選
ぶ
ま
じ
き
こ
と
。 

２
． 

句
選
の
規
則
は
、
天
朝
を
尊
敬
し
、
敬
神
愛
国
を
旨
と
し
・
・
・ 

３
． 
句
選
は
、
依
怙
こ
れ
な
く
、
風
流
専
一
に
す
べ
き
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 

…
…
…
…
…
…
… 

（
２
）
「
句
案
十
体
」 
作
句
に
お
け
る
十
種
類
の
す
が
た
・
か
た
ち
を
示
し
た
。 

正
体
・
反
覆
・
比
喩
・
半
比
・
虚
実
・
隠
語
・
見
立
・
陰
題
・
本
末
・
字
響 

１
． 

正
体
と
は
、
趣
向
を
工
（
た
く
）
ま
ず
、
其
侭
の
体
を
句
作
す
る
。 

２
． 

反
覆
と
は
、
尊
卑
、
上
下
、
大
小
、
黒
白
な
ど
反
転
し
て
詠
む
。 

３
． 

比
喩
と
は
、
物
に
譬
へ
て
教
訓
な
す
句
体
。 

…
…
…
…
…
…
… 

三
．
明
治
～
大
正
時
代
の
川
柳 

 
 
 
 

正
岡
子
規
に
よ
る
俳
句
の
革
新
運
動
に
も
刺
激
さ
れ
、
江
戸
末
期
の
前
句
付
（
柳
風
狂
句
）
の
堕

落
し
た
状
態
を
改
革
す
べ
く
、
改
革
の
旗
手
が
現
れ
、
新
川
柳
が
提
唱
さ
れ
た
。 

川
柳
改
革
者
―
新
川
柳
の
誕
生 

（
１
）
窪
田
而
笑
子
（1866

～1928

）
松
山
出
身
。
横
濱
電
信
局
技
師
。 

俳
句
の
宗
匠
か
ら
川
柳
に
転

向
し
、
読
売
新
聞
柳
壇
選
者
と
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
。
上
品
・
軽
快
・
山
手
風 

 
 
 
 
 
 

・
バ
ラ
ッ
ク
へ
震
災
前
の
ツ
ケ
が
来
る 

 
 
 
 
 
 

・
生
酔
の
よ
ろ
け
る
方
に
女
あ
り 

 
 
 
 
 
 

・
盆
栽
の
様
に
は
嫁
を
い
た
は
ら
ず 

 
 
 
 
 
 

・
持
駒
を
聞
い
て
そ
れ
か
ら
二
三
服 

 
 
 
 
 
 

・
探
し
物
探
さ
ぬ
物
を
見
つ
け
た
り 

(

２)
 

阪
井
久
良
伎
（1869

～1945

）
横
浜
生
ま
れ
、
十
二
歳
で
東
京
移
住
。
東
京
高
等
師
範
国
文
科
卒
。

三
十
五
歳
で
電
報
新
聞
に
川
柳
欄
を
開
設
。
後
に
新
聞
「
日
本
」
記
者
と
な
り
同
新
聞
社
の
主

筆 

正
岡
子
規
の
俳
句
改
新
の
情
熱
に
刺
激
さ
れ
川
柳
改
革
へ
。
江
戸
趣
味
・
渋
味
・
下
町
風
。 

 
 
 
 
 
 

・
床
の
間
に
あ
る
が
恩
賜
の
義
足
也 

 
 
 
 
 
 

・
オ
イ
コ
ラ
が
モ
シ
モ
シ
に
な
る
世
の
進
み 

 
 
 
 
 
 

・
故
郷
忘
じ
難
く
焼
野
原
へ
戻
り 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

・
焼
土
の
下
か
ら
芽
ぐ
む
江
戸
の
春 

 
 

 
 
 
 
 
 

・
衆
議
員
拳
固
の
雨
の
ふ
る
と
こ
ろ 

(

３)
 

井
上
剣
花
坊
（1870

～1934

）
父
は
長
州
藩
士
。
零
落
。
十
五
歳
で
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
。 

1
9
0
3

新
聞
「
日
本
」
に
入
社
。
「
柳
樽
寺
社
」
を
結
成
。
言
葉
遊
び
や
低
俗
な
笑
い
に
堕
し
た

狂
句
を
批
判
し
、
古
川
柳
の
精
神
に
還
れ
と
川
柳
の
近
代
化
を
宣
言
し
た
。
山
口
県
で
覇
気
の

あ
る
人
を
「
喧
嘩
ぼ
う
」
と
言
う
こ
と
か
ら
俳
名
を
と
っ
た
。
滑
稽
・
豪
放
・
書
生
風
。 

・
蔭
膳
の
主
は
草
む
す
屍
な
り 

 
 
 
 
 
 

・
咳
一
ツ
聞
こ
え
ぬ
中
を
天
皇
旗 

・
国
難
に
先
立
ち
生
活
難
が
来
る 

・
日
め
く
り
を
剥
が
ず
に
居
て
も
日
は
進
む 

・
あ
の
船
の
ど
れ
に
も
帰
る
港
あ
り 
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（
４
）
吉
川
雉
子
郎
（1892

～1962
 

70

歳
）
神
奈
川
県
久
良
岐
群
に
生
ま
れ
る
。
一
一
歳
の
時
、 

家
が
没
落
し
、
尋
常
小
学
校
を
や
め
丁
稚
奉
公
に
出
さ
れ
、
母
や
家
族
を
支
え
る
た
め 

生
活
の
辛
苦
を
嘗
め
る
。
一
八
歳
の
時
上
京
し
、
二
○
歳
で
投
句
か
ら
剣
花
坊
を
知
る
。 

機
関
紙
「
大
正
川
柳
」
編
集
幹
事
と
な
り
、
川
上
三
太
郎
ら
と
黄
金
期
を
作
る
。
関
東
大 

震
災
を
機
に
川
柳
を
離
れ
、
文
豪
へ
の
道
を
進
む
。 

 
 
 

・
こ
が
君
か
素
焼
き
の
壺
に
骨
の
軽
さ 

 
 
 

・
貧
し
さ
も
余
り
の
果
は
笑
ひ
合
ひ 

 
 
 

・
よ
く
見
れ
ば
春
で
無
い
人
春
の
人 

 

・
蛍
か
ご
心
配
そ
う
な
光
り
か
た 

 

・
寄
席
へ
来
て
寄
席
芸
人
の
身
を
案
じ 

 

・
い
も
と
弟
連
れ
て
さ
び
し
い
兄
の
顔 

 

・
お
母
さ
ん
と
呼
ん
で
見
し
用
も
な
け
れ
ど 

・
思
は
れ
も
す
る
柩
の
中
の
静
け
さ 

 
 
 
 
 
 
 

・
菊
根
分
け
あ
と
は
自
分
の
土
に
咲
け 

 
 
 
 
 
 
 

・
こ
の
先
を
考
え
て
い
る
豆
の
つ
る 

 

四
．
新
川
柳
そ
の
後 

― 

大
正
か
ら
昭
和
・
戦
中
の
川
柳 

四
―
一
．
女
流
作
家 

 
 
 
 
 
 

川
柳
は
男
性
中
心
に
発
展
し
て
き
た
が
、
次
第
に
女
性
に
も
波
及
し
始
め
た
。 

（
１
）
井
上
信
子
（1869

～1958
 

88

歳
）
剣
花
坊
夫
人
、
新
川
柳
か
ら
新
興
川
柳
へ
と
改
革
を
め
ざ

し
た
夫
に
内
助
の
功
を
尽
く
す
。
四
十
六
歳
頃
か
ら
活
躍
、
柳
樽
寺
派
の
全
盛
期
を
支
え
、

多
く
の
門
下
生
に
慕
わ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

・
と
ぼ
と
ぼ
と
行
く
母
に
子
は
つ
い
て
来
る 

 
 
 
 
 
 
 

・
男
な
ら
か
う
い
ふ
時
に
酔
ふ
だ
ろ
う 

・
ど
う
座
り
直
し
て
み
て
も
わ
が
家 

・
座
布
団
に
似
し
運
命
を
女
持
ち 

 
 
 
 
 
 
 

・
空
襲
の
上
は
涼
し
い
星
の
空 

・
戦
死
す
る
敵
に
も
親
も
子
も
あ
ら
う 

・
一
人
去
り 

 

二
人
去
り 

 
 
 
 
 

佛
と
二
人 
 

（
剣
花
坊
追
悼
） 

・
国
境
を
知
ら
ぬ
草
の
実
こ
ぼ
れ
合
ひ 

（
２
）
三
笠
し
づ
子
（1882

～1932
 

50

歳
）
弁
護
士
・
丸
山
長
渡
氏
夫
人
。
四
十
一
歳
の
時
、
柳
樽

寺
川
柳
会
に
紹
介
さ
れ
、
関
東
大
震
災
で
避
難
中
の
剣
花
坊
夫
妻
と
初
対
面
。
女
性
一
人
で

孤
独
だ
っ
た
信
子
夫
人
は
、
聡
明
で
美
人
の
し
づ
子
を
妹
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
た
。 

・
こ
の
邊
が
心
と
思
ふ
胸
を
抱
き 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
ど
ん
な
明
日
が
待
っ
て
居
よ
う
と
男
の
世 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
ち
ゃ
ん
と
し
て
待
つ
日
は
誰
も
来
や
し
な
い 

 
 
 
 
 
 
 

・
床
し
さ
に
胸
の
扉
が
そ
っ
と
あ
き 

 
 
 
 
 
 
 

・
拭
は
る
ゝ
涙
を
も
っ
て
逢
ひ
に
行
く 
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四
―
二
．
結
社
の
誕
生 

（
１
）
番
傘 

大
阪
に
本
拠
を
も
つ
、
現
在
も
日
本
最
大
会
派
の
一
つ
。 

西
田
當
百
（1871

～1944
 

73

歳
）「
番
傘
」
の
創
設
者
。
福
井
県
小
浜
町
生
ま
れ
。
小
学
校

卒
業
後
、
職
を
転
々
と
し
た
が
二
八
歳
で
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
勤
務
。
三
五
歳
で
川
柳
。 

・
大
切
に
神
馬
虐
待
さ
れ
て
居
り 

・
又
し
て
も
紋
が
合
ふ
と
て
借
り
ら
れ
る 

・
上
燗
屋
へ
ィ
ヘ
ィ
へ
ィ
と
逆
ら
は
ず 

 
 
 

・
カ
フ
ェ
ー
へ
来
る
と
番
頭
僕
と
い
ひ 

・
工
場
か
ら
悪
魔
の
息
の
や
う
に
吐
き 

 

（
２
）
き
や
り
吟
社 

村
田
周
魚
（
川
柳
六
大
家
の
一
人
）
が
大
正
九
年
関
東
に
に
創
立
。
○
丸
ら
を
迎

え
て
「
川
柳
き
や
り
」
を
創
刊
。
五
年
後
に
は
全
国
を
代
表
す
る
柳
誌
に
発
展
し
た
。 

 
 
 
 

西
島
○
丸
（
れ
い
が
ん
）（1883
～1958

 
75

歳
）
東
京
深
川
霊
岸
町
の
生
れ
。
西
念
寺
住
職
。 

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
冠
句
・
都
々
逸
の
万
能
選
手
、
川
柳
に
落
ち
着
く
。
多
作
家
。 

 
 
 
 
 
 
 

・
転
ん
で
も
起
き
て
も
我
家
あ
り
が
た
し 

 
 
 
 
 
 
 

・
嬉
し
さ
は
五
本
の
指
が
五
本
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

・
貧
し
さ
は
鮭
一
ト
切
れ
を
奢
り
と
す 

 
 
 
 
 
 
 

・
兄
弟
子
の
箸
を
羨
む
チ
ャ
ン
コ
鍋 

 
 
 
 
 
 
 

・
秋
の
灯
の
貧
し
い
膳
へ
黙
り
が
ち 

（
３
）
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
派 

鶴 

彬
（1909

～1924
 

29

歳
）
石
川
県
河
北
郡
生
ま
れ
、
高
等
小
学
校
卒
。
貧
窮
の
な
か
、 

 
 

マ
ル
ク
ス
主
義
を
信
奉
し
、
剣
花
坊
及
び
信
子
夫
人
の
庇
護
を
受
け
た
。
投
獄
・
拷
問
死
。 

 
 
 
 
 
 
 

・
手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し
て
か
へ
し 

・
屍
の
ゐ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で
勇
ま
し
い 

 
 
 
 
 
 
 

・
一
粒
も
穫
れ
ぬ
に
年
貢
の
五
割
引 

 
 
 
 
 
 
 

・
ざ
ん
壕
で
読
む
妹
を
賣
る
手
紙 

 
 
 
 
 
 
 

・
高
粱
の
実
り
へ
戦
車
と
靴
の
鋲 

五
．
昭
和 

戦
中
・
戦
後
の
川
柳 

五
―
一
．
六
大
家 

昭
和
の
中
期
、
川
柳
界
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
六
人 

（
１
）
麻
生
路
郎
（1881

～1965  76

歳
）
尾
道
市
生
ま
れ
。
大
阪
高
商
卒
。
新
聞
記
者
、
病
院
事
務

長
等
種
々
の
職
を
経
、5
5

歳
で
川
柳
職
業
人
を
宣
言
。
「
な
に
わ
文
芸
賞
」
受
賞
。 

 
 
 
 
 
 

・
俺
に
似
よ
俺
に
似
る
な
と
子
を
思
ひ 

 
 
 
 
 
 

・
寝
転
べ
ば
畳
一
帖
ふ
さ
ぐ
の
み 

 
 
 
 
 
 

・
余
所
の
奥
さ
ん
を
鑑
賞
し
て
る
う
ち
に
着
き 

 
 
 
 
 
 

・
子
を
死
な
し
学
校
に
子
の
多
い
こ
と 

 
 
 
 
 
 

・
振
り
向
け
ば
や
っ
ぱ
り
つ
い
て
来
る
妻
よ 

（
２
）
川
上
三
太
郎
（
（1891

～1968  77

歳
）
東
京
下
町
生
ま
れ
。
十
二
歳
よ
り
川
柳
に
親
し
む
。

昭
和
十
六
年 

日
本
川
柳
協
会
結
成
。
昭
和
二
五
年
（59

歳
）
よ
み
う
り
新
聞
の
時
事
川
柳

欄
開
設
、
生
涯
選
者
を
務
め
る
。
新
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
の
復
活
を
期
す
。 

・
良
妻
で
賢
母
で
女
史
で
家
に
居
ず 
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・
お
辞
儀
し
て
返
し
て
も
ら
ふ
貸
し
た
金 

 
 
 
 
 
 

・
孝
行
は
真
似
で
も
や
は
り
金
が
要
り 

 
 
 
 
 
 

・
女
の
子
タ
オ
ル
を
絞
る
よ
う
に
拗
ね 

 
 
 
 
 
 

・
わ
れ
は
一
匹
狼
な
れ
ば
痩
身
な
り 

（
３
）
村
田
周
魚
（1889

～1967 78

歳
）
東
京
下
谷
区
生
ま
れ
。
東
京
薬
学
校
卒
、
警
視
庁
衛
生
部
に

勤
務
。
父
は
俳
諧
師
。
大
正
九
年 

き
や
り
吟
社
を
創
立
。
自
分
の
日
録
。
平
明
。 

 
 
 
 
 
 

・
二
合
で
は
多
い
と
二
合
飲
ん
で
寝
る 

・
神
様
も
笑
ふ
か
と
聞
く
子
の
瞳 

 
 
 
 
 
 

・
大
晦
日
こ
ん
ど
机
を
こ
う
置
こ
う 

 
 
 
 
 
 

・
老
い
て
な
お
戀
知
る
人
の
倖
せ
な 

 
 
 
 
 
 
 

・
掌
の
筋
に
運
が
あ
る
と
は
面
白
し 

（
４
）
椙
本
紋
太
（1890

～1970
 

79
歳
）
神
戸
市
生
ま
れ
。
十
四
歳
で
父
を
失
い
、
尋
常
高
等
小
学

校
中
退
。
丁
稚
奉
公
を
経
て
菓
子
商
甘
源
堂
主
人
。 

 
 

・
大
笑
い
し
た
夜
や
っ
ぱ
り
一
人
寝
る 

・
知
っ
て
る
か
あ
は
は
と
手
品
や
め
に
す
る 

・
癌
の
記
事
い
ま
読
ん
で
ま
だ
喫
う
て
い
る 

・
弔
電
を
打
っ
て
体
操
し
て
る
わ
れ 

・
酒
の
む
も
飲
ま
ぬ
も
長
寿
変
り
な
し 

（
５
）
岸
本
水
府
（1892

～1965
 

73

歳
）
三
重
県
鳥
羽
生
ま
れ
。
大
阪
成
器
商
業
卒
。
種
々 

の
職
業
を
経
て
川
柳
職
業
人
と
な
る
。
當
百
の
後
を
継
い
で
「
番
傘
」
を
創
刊
・
主
宰
。 

 
 
 
 
 
 
 

・
恋
せ
よ
と
薄
桃
い
ろ
の
花
が
さ
く 

 
 

・
ぬ
ぎ
す
て
て
う
ち
が
一
番
よ
い
と
い
ふ 

 
 

・
世
話
ば
か
り
や
い
て
写
真
の
隅
に
い
る 

・
景
観
は
雄
大
に
し
て
バ
ス
が
落
ち 

・
今
に
し
て
お
も
へ
ば
母
の
手
内
職 

（
６
）
前
田
雀
郎
（1897

～1960
 

62

歳
）
宇
都
宮
市
生
ま
れ
。
宇
都
宮
市
立
商
業
学
校
在
学
中
か
ら 

 
 

川
柳
を
始
め
る
。
卒
業
後
都
新
聞
社
（
現
東
京
新
聞
）
の
都
柳
壇
の
選
者
と
な
る
。 

・
妻
に
け
な
さ
れ
て
本
当
の
値
が
言
え
ず 

・
酒
飲
み
に
意
見
す
る
に
も
酒
が
要
り 

・
日
本
語
で
言
え
ぬ
と
こ
ろ
が
新
し
い 

・
こ
れ
も
贋
物
と
遺
族
へ
無
慈
悲
な
り 

・
夢
の
な
か
古
さ
と
人
は
老
い
も
せ
ず 

五
―
二
．
女
流
作
家 

（
１
）
麻
生
葭
乃
（1893

～1981
 

89

歳
）
堺
市
の
生
れ
。
プ
ー
ル
女
学
院
英
語
専
修
科
卒
。 

父
に
連
れ
ら
れ
て
「
番
傘
」
句
会
に
参
加
し
て
麻
生
路
郎
に
見
染
め
ら
れ
た
。 

 
 

・
飲
ん
で
ほ
し 

や
め
て
も
欲
し
い
酒
を
つ
ぎ 

・
数
の
子
の
み
ん
な
育
て
ば
す
ご
か
ろ
う 

 
 
 
 
 
 
 

・
浴
槽
へ
ず
ら
り
立
っ
た
は
皆
わ
が
子 

・
こ
お
ろ
ぎ
よ
私
も
蚊
帳
で
起
き
て
ゐ
る 

・
墓
に
水
か
け
に 

海
越
え
山
を
越
え 

 
 

（
（
子
の
一
周
忌
） 
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（
２
）
時
実
新
子
（1929

～2007
 

78

歳
）
岡
山
市
の
生
れ
。
県
立
岡
山
西
大
寺
高
等
女
学
校
卒
。 

 
 
 
 
 

短
歌
の
老
師
か
ら
「
あ
ん
た
の
よ
う
に
死
ぬ
の
生
き
る
の
と
血
を
吐
く
ご
と
き
は
歌
の
本
道

で
は
な
い
」
と
破
門
さ
れ
、
川
柳
を
選
ん
だ
。
川
上
三
太
郎
に
師
事
。
三
十
四
歳
で
初
の
句

集
「
新
子
」
を
自
費
出
版
で
五
百
冊
上
梓
し
、
二
か
月
で
完
売
。
無
名
の
作
家
が
、
ぬ
る
ま

湯
の
川
柳
界
に
一
石
を
投
じ
た
。
五
十
八
歳
の
句
集
「
有
夫
恋
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。 

 
 
 
 
 
 
 

・
妻
を
こ
ろ
し
て
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
訪
ね
来
よ 

・
花
火
の
群
れ
の
幾
人
が
死
を
考
え
る 

・
死
に
顔
の
美
し
さ
な
ど
何
と
し
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 

・
凶
暴
な
愛
が
欲
し
い
の
煙
突
よ 

 
 
 
 
 
 
 

・
自
画
像
を
血
で
描
く
母
を
子
よ
い
つ
か 

六
．
川
柳
と
俳
句 

 
 
 
 
 

・
潜
在
意
識
と
し
て
「
川
柳
は
俳
句
よ
り
下
位
の
文
芸
で
あ
る
」
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。 

 
 
 
 

連
歌
の
発
句
（
大
将
の
位
） 

 
 

有 
 
 

有 
 
 

文
語
体 

風
景
画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇔ 
 
 
 
 
 
 

【
季
語
】
【
切
れ
字
】 

 
 
 
 

連
歌
の
平
句
（
兵
卒
の
位
） 

 
 

無 
 
 
 
 

無 
 
 

口
語
体 

人
物
画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
俳
句
） 

朝
が
ほ
や
つ
る
べ
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水 

 

千
代
女 

（
川
柳
） 

朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水 

 
 
 

千
代
女 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
寺 

勇
（1915

～1994
 

79

歳
） 

           
 

 

・
き
ま
り
文
句
の
「
ぼ
ち
ぼ
ち
だ
ん
な
」
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 

・
熱
が
あ
る
い
う
た
ら
で
ぼ
ち
ん
も
て
く
る
妻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
シ
ョ
ー
ト
・
パ
ン
ツ
が
よ
う
て
ス
テ
テ
コ
は
な
ん
で
や
ね
ん 

 
 
 
 
 
 
 

・
蚊
に
覚
め
て
ほ
べ
た
で
ぼ
ち
ん
め
く
ら
打 

 
 
 
 
 
 
 

・
熱
い
う
ど
ん
で
呑
む
う
ど
ん
や
の
風
邪
薬 

（
俳
句
） 

滝
の
上
に
水
あ
ら
は
れ
て
落
ち
に
け
り 

 

後
藤
夜
半 

（
川
柳
） 

な
ん
ぼ
で
も
あ
る
ぞ
と
滝
の
水
は
落
ち 

 

前
田
伍
健 

七
．
川
柳
百
花
繚
乱 

―
― 

二
極
化 

 

（
１
）
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
エ
コ
！
エ
コ
！
と
単
な
る
ケ
チ
を
正
当
化 

 
 
 
 
 
 
 

・
定
年
で
上
司
と
妻
が
入
れ
替
わ
る 

・
耐
え
て
き
た
そ
う
言
う
妻
に
耐
え
て
き
た 

・
日
は
射
す
が
光
は
射
さ
ぬ
窓
の
席 

・
善
悪
を
知
ら
ぬ
大
人
が
子
を
育
て 

・
こ
の
オ
レ
に
あ
た
た
か
い
の
は
便
座
だ
け 

・
犬
は
い
い
崖
っ
ぷ
ち
で
も
助
け
ら
れ 

・
肩
書
が
取
れ
て
背
中
も
丸
く
な
り 

・
講
演
会
よ
く
寝
た
人
ほ
ど
拍
手
す
る 

・
窓
際
も
外
か
ら
見
れ
ば
窓
の
内 

 

（
２
）
シ
ル
バ
ー
川
柳 

 
 
 
 
 
 
 

・
欲
し
か
っ
た
自
由
と
時
間
持
て
余
す 

・
お
医
者
様
パ
ソ
コ
ン
見
ず
に
オ
レ
を
診
て 
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・
来
世
も
一
緒
に
な
ろ
う
と
犬
に
言
い 

・
あ
の
世
で
は
お
友
達
よ
と
妻
が
言
い 

・
目
も
耳
も
悪
く
な
っ
た
が
勘
は
冴
え 

・
美
し
く
老
い
よ
と
無
理
な
こ
と
を
言
う 

・
ア
イ
ド
ル
の
還
暦
を
見
て
老
を
知
る 

・
ど
こ
で
見
る
東
京
五
輪
天
か
地
か 

・
元
酒
豪
今
は
シ
ラ
フ
で
千
鳥
足 

・
新
聞
を
電
車
で
読
む
の
は
オ
レ
一
人 

（
３
）
文
芸
川
柳
（
主
に
番
傘
よ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 

・
葬
式
で
会
い
ぼ
ろ
い
こ
と
お
ま
へ
ん
か 

 
 
 

須
崎
豆
秋 

 
 
 
 
 
 
 

・
生
命
線
だ
け
は
易
者
に
ほ
め
ら
れ
る 

 
 
 
 

松
原
秀
河 

 
 
 
 
 
 
 

・
え
え
人
ほ
ど
早
よ
死
に
は
る
と
ぼ
く
に
言
う 

 

古
下
俊
作 

 
 
 
 
 
 
 

・
被
害
者
に
く
る
こ
と
は
無
い
時
効
の
日 

 
 
 

丸
山
貞
春 

 
 
 
 
 
 

・
原
子
力
さ
て
人
間
よ
何
処
へ
ゆ
く 

 
 
 
 
 

高
木
夢
二
郎 

 
 
 
 
 
 

・
子
の
希
望
聞
い
て
や
れ
な
い
薪
を
割
る 

 
 
 

英 

城 

 
 
 
 
 
 

・
偉
い
子
は
い
ぬ
が
ど
の
子
も
親
思
い 

 
 
 
 

森 

紫
苑
荘 

 
 
 
 
 
 

・
よ
う
き
い
と
き
や
妹
つ
い
で
に
叱
ら
れ
る 

 
 

西
尾 

栞 

 
 
 
 
 
 

・
終
着
駅
近
付
き
棚
の
荷
を
下
ろ
す 

 
 
 
 
 

丸
山
貞
春 

八
．
ま
と
め 

・
川
柳
は
何
を
詠
ん
で
い
る
か
。
（
木
津
川 

計
著
「
人
生
と
し
て
の
川
柳
」
引
用
句
一
部
入
替
え
） 

（
１
）
万
人
の
願
い
を
描
く
。 

 

天
下
を
論
じ
国
家
を
論
じ
金
が
欲
し 

 
 
 

今
川
乱
魚 

（
２
）
男
女
の
愛
を
教
え
る
。 

 

子
を
産
ま
ぬ
約
束
で
逢
う
雪
し
き
り 

 
 
 

森
中
恵
美
子 

（
３
）
嘆
き
を
代
弁
す
る
。 

 
 

こ
の
広
い
世
界
に
僕
の
職
が
な
い 

 
 
 
 

泉 

正
太
郎 

（
４
）
人
間
の
暗
部
を
さ
ら
す
。 

さ
り
な
が
ら
痴
漢
の
心
少
し
持
ち 

 
 
 
 

西
尾 

栞 

（
５
）
負
の
心
情
を
詠
む
。 

 
 

出
世
し
た
仲
間
の
話
で
座
が
沈
み 

 
 
 
 

岩
谷
政
子 

（
６
）
人
情
の
機
微
を
う
が
つ
。 

中
継
ぎ
も
打
た
れ
先
発
ほ
っ
と
す
る 

 
 
 

満
州
生 

（
７
）
批
判
精
神
の
短
詩
型 

 
 

カ
ラ
フ
ル
に
国
家
が
来
ま
す
ピ
ヒ
ッ
ピ
ヒ
ッ 

渡
邊
隆
夫 

（
８
）
時
代
を
と
ら
え
る
。 

 
 

昔
む
か
し
赤
紙
と
い
う
人
さ
ら
い 

 
 
 
 

矢
部
あ
き
子 

（
９
）
人
生
と
は
何
か
を
教
え
る
。
台
本
の
な
い
人
生
が
す
ば
ら
し
い 

 
 
 
 

細
井
辰
二 

（
１０
）
美
し
い
情
感
の
う
た 

 
 

星
空
を
眺
め
て
妻
の
馬
車
を
待
つ 

 
 
 
 

高
階
秀
峰 

九
．
蛇 

足
（
穴
原
明
司 

川
柳
句
集
「
ど
こ
か
で
」
よ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 

・
行
く
雲
に
旅
に
出
よ
う
と
誘
わ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

・
掌
に
く
る
ん
で
孫
の
手
を
洗
う 

 
 
 
 
 
 
 

・
百
八
つ
煩
悩
す
べ
て
異
常
な
し 

 
 
 
 
 
 
 

・
呆
け
と
り
ゃ
せ
ん
あ
の
そ
の
あ
れ
が
増
え
た
だ
け 

 
 
 
 
 
 
 

・
一
本
の
笛
に
出
会
っ
た
夏
の
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

・
擦
り
切
れ
て
と
き
ど
き
シ
ョ
ー
ト
す
る
絆 

 
 
 
 
 
 
 

・
デ
パ
地
下
を
溌
剌
泳
ぐ
妻
を
追
う 

・
そ
の
先
を
寄
り
添
い
伸
び
る
藤
の
蔓 

 
 
 
 
 
 
 

・
ほ
ん
と
う
に
惜
し
ま
れ
て
る
か
薄
目
あ
け 

 
 
 
 
 
 
 

・
少
年
が
僕
の
ど
こ
か
で
と
ん
ぼ
捕
り 



    

【
木
曜
懇
話
会
】 

  

川
柳
知
っ
た
か
ぶ
り 

 

二
〇
十
六
・
十
一
・
十
七 

   
   

Ｓ
三
五
年 

繊
維
修
士 

 
                        

穴
原
明
司 

  



    
「
紅
生
姜
」   

貧
し
さ
も 

余
り
の
果
は 笑

ひ
合
ひ 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雉
子
郎 

   



【
万
葉
集
】 

短 

歌 (

５
７
５)

＋(

７
７) 

長 
歌 (
５
７
５
７
５
７
５
…
…
…
…

７
７) 

旋
頭
歌 (
５
７
７
５
７
７
…
…
…
…

５
７
７)   

仏
足
石
歌 (
５
７
７
７) 

        
 

 
短
連
歌 

Ａ(

５
７
５)

＋
Ｂ(

７
７) 

連 

歌  
 

 
 

 
 

 

長
連
歌 
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
＋
…
…
… 

 
 

Ａ
＝
第
一
句
（
発
句
） 

 
 

 

Ｂ
＝
第
二
句
（
脇
句
） 

Ｃ
＝
第
三
句
（
平
句
） 
 

 
  

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

Ｎ
＝
最
終
句
（
挙
句
） 

 
 

 
 

 
   

正
風
連
歌 

長
連
歌              

発 

句 
 

 

俳 

句 
 

 
 

 
   

俳
諧
連
歌   

┌
前
句
付
け
┐ 

 
                    

平 

句 
 

 

川 

柳 
 



【
万
葉
集
】 

┌
短 

歌 (

５
７
５)

＋(

７
７) 

├
長 
歌 (

５
７
５
７
５
７
５
…
…
…
…

７
７) 

├
旋
頭
歌 (
５
７
７
５
７
７
…
…
…
…

５
７
７)   

├
仏
足
石
歌 (
５
７
７
７) 

        
┌ 
短
連
歌 

Ａ(

５
７
５)

＋
Ｂ(

７
７) 

└
連 

歌
─
┤ 

 
 

 
 

└ 

長
連
歌 
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
＋
…
…
… 

 
 

┌
Ａ
＝
第
一
句
（
発
句
） 

 
 

 

├
Ｂ
＝
第
二
句
（
脇
句
） 

├
Ｃ
＝
第
三
句
（
平
句
） 
 
 

  

├ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

├ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

└
Ｎ
＝
最
終
句
（
挙
句
） 

 
 

 
 

 

┌ 

正
風
連
歌 

長
連
歌
┤         

┌ 

発 

句 
 

 

俳 

句 
 

 
 

 

└ 

俳
諧
連
歌
┤ 

┌
前
句
付
け
┐ 

 
                 

└ 

平 

句 
 

 

川 

柳 



 
「
万
句
合
興
業
」（
毎
月
五
の
日
） 

(

１)
「
前
句
」
に
対
す
る
「
付
け
句
」
を
募
集 

(

２)

料
金
を
添
え
て
取
次
所
へ
持
参 

(

３)

点
者
は
入
選
句
を
「
勝
句
刷
り
」
で
発
表 

(

４)

点
者
は
料
金
か
ら
経
費
を
引
い
て
儲
け 

  

柄
井
川
柳
（1718

～1790

）
の
選
ん
だ
句
は 

大
人
気
で
「
川
柳
評
」「
川
柳
点
」
と
呼
ば
れ
た
。 

 

彼
の
選
ん
だ
勝
句
刷
り
か
ら
、
呉
陵
軒
可
有
が 

一
句
独
立
し
て
意
味
の
分
か
る
句
を
編
集
し
た
。 

「
誹
風
柳
多
留
」 

 

柄
井
川
柳
の
勝
句
刷
り
は
二
十
四
編
ま
で
。 

そ
の
後
引
き
継
が
れ
、
百
六
十
七
編
ま
で
続
い
た
。 



  「
誹
風
柳
多
留
」
初
篇 

 

（
初
代
柄
井
川
柳
選 

呉
陵
軒
可
有
編
） 

 
 

か
み
な
り
を
ま
ね
て
腹
か
け
や
っ
と
さ
せ 

 
 

神
代
に
も
だ
ま
す
工
面
は
酒
が
入 

 
 

道
問
へ
ば
一
度
に
う
ご
く
田
植
笠 

ひ
ん
抜
い
た
大
根
で
道
を
お
し
え
ら
れ 

寝
て
い
て
も
団
扇
の
う
ご
く
親
心 

本
降
り
に
成
て
出
て
行
雨
や
ど
り 

母
親
は
も
っ
た
い
な
い
が
だ
ま
し
よ
い 

碁
敵
は
憎
さ
も
に
く
し
な
つ
か
し
さ 

 
 

女
房
と
相
談
を
し
て
義
理
を
欠
き 

役
人
の
子
は
に
ぎ
に
ぎ
を
能
覚 

雨
や
ど
り
額
の
文
字
を
能
お
ぼ
え 

蓮
根
は
こ
こ
ら
を
折
れ
と
生
れ
付 

 



   

「
誹
風
柳
多
留
」
２
～
２
４
篇 

（
初
代
柄
井
川
柳
選 

呉
陵
軒
可
有
編
） 

泣
き
泣
き
も
よ
い
方
を
と
る
か
た
み
わ
け 

孝
行
の
し
た
い
時
分
に
親
は
な
し 

役
人
の
骨
っ
ぽ
い
の
は
猪
牙
（
ち
ょ
き
）
に
乗
せ 

 
 

医
者
衆
は
辞
世
を
ほ
め
て
立
た
れ
た
り 

寝
て
解
け
ば
帯
ほ
ど
長
い
も
の
は
な
し 

女
湯
へ
起
き
た
起
き
た
と
抱
い
て
来
る 

う
た
た
寝
の
顔
へ
一
冊
屋
根
に
葺
き 

江
戸
者
の
生
れ
そ
こ
な
い
金
を
た
め 

芭
蕉
翁
ぼ
ち
ゃ
ん
と
い
ふ
と
立
留
り 

   



 
「
誹
風
柳
多
留
」
２
５
編
以
降 

二
世
川
柳
（
初
代
の
長
子
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

三
世
川
柳
（
初
代
の
五
男
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

四
世
川
柳
（
東
都
誹
風
狂
句
元
祖
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

五
世
川
柳
（
腥
斎 

佃
→
柳
風
狂
句
） 

 

堪
忍
の
芸
尽
く
し
す
る
三
ッ
の
猿 

 
    

如
雪 

粉
に
挽
て
親
に
す
ヽ
む
る
年
の
豆 

 
    
木
卯 

下
駄
の
歯
で
か
み
〆
て
行
す
べ
り
道 

    
浜
松
雉
子 

年
よ
り
の
耳
ハ
眼
鏡
の
扣
（
ひ
か
）
へ
杭 

奴
山
人 

蠅
が
来
て
か
ら
か
っ
て
居
る
猫
の
耳      

舛
丸 

玄
関
番
お
里
の
使
者
と
二
番
さ
し        

古
京 

蠅
を
生
捕
ん
と
土
瓶
は
り
た
お
し        

上
総
米
山 

オ
ホ
ヽ
と
ア
ハ
ヽ
鶺
鴒
の
尾
に
見
と
れ 

 

柳
泉 

 



安
政
の
改
革 

 
 

五
世
川
柳
の
示
し
た
二
つ
の
規
範 

(

１)

「
柳
風
式
法
」 

 

判
者
（
選
者
）
の
心
得 

 

１
．
政
事
に
関
わ
り
た
る
儀
は
選
ぶ
ま
じ
き
こ
と 

２
．
天
朝
を
尊
敬
し
、
敬
神
愛
国
を
旨
と
し
…
…
… 

 

３
．
依
怙
こ
れ
な
く
、
風
流
専
一
に
…
…
…
…
…
…
…
… 

 
 
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

(

２)

「
句
案
十
体
」 

 

作
句
に
お
け
る
十
種
類
の
す
が
た
・
か
た
ち 

正
体
・
反
覆
・
比
喩
・
半
比
・
虚
実
・
隠
語
・ 

見
立
・
陰
題
・
本
末
・
字
響 

１
．
正
体
と
は
、
趣
向
を
工た

く

ま
ず
、
そ
の
ま
ま 

 

２
．
反
覆
と
は
、
尊
卑
、
上
下
、
大
小
、
黒
白 

 
 
 

な
ど
反
転
し
て
詠
む
。 

 

３
．
比
喩
と
は
、
物
に
譬
へ
て
教
訓
な
す
句
体
。 



明
治
～
大
正
の
川
柳 

川
柳
改
革
者 

正
岡
子
規
に
よ
る
俳
句
の
革
新
運
動
に
刺
激 

窪
田
而
笑
子 
愛
媛
県
松
山
市 

横
濱
電
信
局
技
師 

阪
井
久
良
伎 

横
濱 
江
戸
趣
味 

井
上
剣
花
坊 

山
口
県 
長
州
藩
士
の
子 

吉
川
雉
子
郎 

神
奈
川
県 
の
ち
に
大
文
豪 

 
 

 
 

 

↓ 

新
川
柳
の
誕
生 

大
正
～
昭
和
戦
前
・
戦
中
の
川
柳 

(

１) 

女
流
作
家
の
誕
生 

井
上
信
子 

山
口
県 

井
上
剣
花
坊
の
妻 

 
 

三
笠
し
づ
こ 

東
京
都 

弁
護
士
夫
人  

(

２) 

結
社
の
誕
生 

番 

傘 

＝ 

西
田
當
百 

福
井
県 

 

き
や
り
結
社 

＝ 

西
島
○
丸 

東
京
深
川
霊
丸
町 

(

プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
派) 

＝ 

鶴 

彬 

石
川
県 

獄
死 



  
新
川
柳
（
明
治
三
十
年
代
） 

 

川
柳
中
興
の
祖 

(

１)

窪
田
而
笑
子 

バ
ラ
ッ
ク
へ
震
災
前
の
ツ
ケ
が
来
る 

生
酔
の
よ
ろ
け
る
方
に
女
あ
り 

盆
栽
の
様
に
は
嫁
を
い
た
は
ら
ず 

 
 
 

持
駒
を
聞
い
て
そ
れ
か
ら
二
三
服 

 
 

探
し
物
探
さ
ぬ
物
を
見
つ
け
た
り 

 (

２)
 

阪
井
久
良
伎 

床
の
間
に
あ
る
が
恩
賜
の
義
足
也 

オ
イ
コ
ラ
が
モ
シ
モ
シ
に
な
る
世
の
進
み 

故
郷
忘
じ
難
く
焼
野
原
へ
戻
り 

焼
土
の
下
か
ら
芽
ぐ
む
江
戸
の
春
（
大
震
災
） 

衆
議
員
拳
固
の
雨
の
ふ
る
と
こ
ろ 

  



(

３) 

井
上
剣
花
坊 

蔭
膳
の
主
は
草
む
す
屍
な
り 

 
 

 
咳
一
つ
聞
こ
え
ぬ
中
を
天
皇
旗 

国
難
に
先
立
ち
生
活
難
が
来
る 

日
め
く
り
を
剥
が
ず
に
居
て
も
日
は
進
む 

あ
の
船
の
ど
れ
に
も
帰
る
港
あ
り 

社
会
鍋
く
ら
い
で
貧
は
救
わ
れ
ず 

得
心
を
さ
せ
て
涙
を
拭
い
て
や
り 

(

４) 

吉
川
雉
子
郎 

こ
が
君
か
素
焼
き
の
壺
に
骨
の
軽
さ 

貧
し
さ
も
余
り
の
果
は
笑
ひ
合
ひ 

よ
く
見
れ
ば
春
で
無
い
人
春
の
人 

蛍
か
ご
心
配
そ
う
な
光
り
か
た 

寄
席
へ
来
て
寄
席
芸
人
の
身
を
案
じ 

い
も
と
弟
連
れ
て
さ
び
し
い
兄
の
顔 

お
母
さ
ん
と
呼
ん
で
見
し
用
も
な
け
れ
ど 

思
は
れ
も
す
る
柩
の
中
の
静
け
さ 

 
 
 

菊
根
分
け
あ
と
は
自
分
の
土
に
咲
け 

 

こ
の
先
を
考
え
て
い
る
豆
の
つ
る 

 



新
川
柳
そ
の
後  

女
流
作
家 

（
１
）
井
上
信
子 

と
ぼ
と
ぼ
と
行
く
母
に
子
は
つ
い
て
来
る 

 
 

男
な
ら
か
う
い
ふ
時
に
酔
ふ
だ
ろ
う 

ど
う
座
り
直
し
て
み
て
も
わ
が
家 

座
布
団
に
似
し
運
命
を
女
持
ち 

 
 

空
襲
の
上
は
涼
し
い
星
の
空 

戦
死
す
る
敵
に
も
親
も
子
も
あ
ら
う 

一
人
去
り 

二
人
去
り 

 

佛
と
二
人 

 

（
剣
花
坊
追
悼
） 

国
境
を
知
ら
ぬ
草
の
実
こ
ぼ
れ
合
ひ 

（
２
）
三
笠
し
づ
子 

こ
の
邊
が
心
と
思
ふ
胸
を
抱
き 

 
 

ど
ん
な
明
日
が
待
っ
て
居
よ
う
と
男
の
世 

 
 

ち
ゃ
ん
と
し
て
待
つ
日
は
誰
も
来
や
し
な
い 

 
 

床
し
さ
に
胸
の
扉
が
そ
っ
と
あ
き 

拭
は
る
ゝ
涙
を
も
っ
て
逢
ひ
に
行
く 

 

 



 
西
田
當
百
「
番 

傘
」 

大
切
に
神
馬
虐
待
さ
れ
て
居
り 

 

又
し
て
も
紋
が
合
ふ
と
て
借
り
ら
れ
る 

 

上
燗
屋
へ
ィ
へ
ィ
へ
ィ
と
逆
ら
わ
ず 

カ
フ
ェ
ー
へ
来
る
と
番
頭
僕
と
い
ひ 

 

工
場
か
ら
悪
魔
の
息
の
よ
う
に
吐
き 

西
島
○
丸
（
れ
い
が
ん
）「
き
や
り
吟
社
」 
 

転
ん
で
も
起
き
て
も
我
家
あ
り
が
た
し 

 
 
 

嬉
し
さ
は
五
本
の
指
が
五
本
あ
り 

 
 
 

貧
し
さ
は
鮭
一
ト
切
れ
を
奢
り
と
す 

 
 
 

兄
弟
子
の
箸
を
羨
む
チ
ャ
ン
コ
鍋 

秋
の
灯
の
貧
し
い
膳
へ
黙
り
が
ち 

鶴 

彬
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
派
） 

 

手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し
て
か
へ
し 

屍
の
ゐ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で
勇
ま
し
い 

 
 
 

一
粒
も
穫
れ
ぬ
に
年
貢
の
五
割
引 

 
 
 

ざ
ん
壕
で
読
む
妹
を
賣
る
手
紙 

 
 
 

高
粱
の
実
り
へ
戦
車
と
靴
の
鋲 



  
昭
和 
戦
中
・
戦
後
の
川
柳 

六

大

家 
 

麻
生
路
郎  
尾
道
市 

大
阪
高
商
卒 

川
柳
職
業
人 

 
 
 

川
上
三
太
郎 

東
京
下
町 

新
し
い
ユ
ー
モ
ア
復
活 

村
田
周
魚 

東
京
下
谷
区 
き
や
り
吟
社
創
立 

平
明 

椙
本
紋
太 

神
戸
市 

丁
稚
奉
公
を
経
て
甘
源
堂
主
人 

岸
本
水
府 

三
重
県
鳥
羽 

「
番
傘
」
を
創
刊 

人
気 

前
田
雀
郎 

宇
都
宮
市 

都
新
聞
社
の
柳
壇
選
者 

 女
流
作
家 

麻
生
葭
乃 

堺
市 

プ
ー
ル
女
学
院
英
語
専
修
科
卒 

時
実
新
子 

岡
山
市 

県
立
西
大
寺
高
校
卒
「
有
夫
恋
」  

 
 

 
 

― 

峯
裕
見
子 

― 

穴
原
明
司 

   



六
大
家 

―
― 

昭
和
戦
中
・
戦
後 

（
１
）
麻
生
路
郎 

「
川
柳
雑
誌
」
を
主
宰 

俺
に
似
よ
俺
に
似
る
な
と
子
を
思
ひ 

 
 

寝
転
べ
ば
畳
一
帖
ふ
さ
ぐ
の
み 

余
所
の
奥
さ
ん
を
鑑
賞
し
て
る
う
ち
に
着
き 

 
 

子
を
死
な
し
学
校
に
子
の
多
い
こ
と 

 
 

振
り
む
け
ば
や
っ
ぱ
り
つ
い
て
来
る
妻
よ 

（
２
）
川
上
三
太
郎 

 

良
妻
で
賢
母
で
女
史
で
家
に
ゐ
ず 

 
 

お
辞
儀
し
て
返
し
て
も
ら
ふ
貸
し
た
金 

 
 

孝
行
は
真
似
で
も
や
は
り
金
が
要
り 

 
 

女
の
子
タ
オ
ル
を
絞
る
よ
う
に
拗
ね 

 
 

わ
れ
は
一
匹
狼
な
れ
ば
痩
身
な
り 

（
３
）
村
田
周
魚 

二
合
で
は
多
い
と
二
合
飲
ん
で
寝
る 

神
様
も
笑
ふ
か
と
聞
く
子
の
瞳 

大
晦
日
こ
ん
ど
机
を
こ
う
置
こ
う 

老
い
て
な
お
戀
知
る
人
の
倖
せ
な 

 
 

掌
の
筋
に
運
が
あ
る
と
は
面
白
し 



（
４
）
椙
本
紋
太 

大
笑
い
し
た
夜
や
っ
ぱ
り
一
人
寝
る 

 
 

知
っ
て
る
か
あ
は
は
と
手
品
や
め
に
す
る 

い
う
人
が
い
う
と
人
生
論
に
な
り 

 
 

癌
の
記
事
い
ま
読
ん
で
ま
だ
喫
う
て
い
る 

 
 

弔
電
を
打
っ
て
体
操
し
て
る
わ
れ 

 
 

酒
の
む
も
飲
ま
ぬ
も
長
寿
変
り
な
し 

（
５
）
岸
本
水
府 

 
 

恋
せ
よ
と
薄
桃
い
ろ
の
花
が
さ
く 

 
 

ぬ
ぎ
す
て
て
う
ち
が
一
番
よ
い
と
い
ふ 

 
 

世
話
ば
か
り
や
い
て
写
真
の
隅
に
い
る 

景
観
は
雄
大
に
し
て
バ
ス
が
落
ち 

 
 

今
に
し
て
お
も
へ
ば
母
の
手
内
職 

（
６
）
前
田
雀
郎 

 
 
 

妻
に
け
な
さ
れ
て
本
当
の
値
が
言
え
ず 

 
 

酒
飲
み
に
意
見
す
る
に
も
酒
が
要
り 

 
 

日
本
語
で
言
え
ぬ
と
こ
ろ
が
新
し
い 

 
 

こ
れ
も
贋
物
と
遺
族
へ
無
慈
悲
な
り 

 
 

夢
の
な
か
古
さ
と
人
は
老
い
も
せ
ず 



 
女
流
作
家 

（
１
）
麻
生
葭
乃 

 
飲
ん
で
ほ
し 

や
め
て
も
欲
し
い
酒
を
注
ぎ 

数
の
子
の
み
ん
な
育
て
ば
す
ご
か
ろ
う 

 
 

浴
槽
へ
ず
ら
り
立
っ
た
は
皆
わ
が
子 

 
 

こ
お
ろ
ぎ
よ
私
も
蚊
帳
で
起
き
て
い
る 

 
 

墓
に
水
か
け
に 

 
 
 
 

 

海
越
え
山
を
越
え 

 
（
子
の
一
周
忌
） 

（
２
）
時
実
新
子 

 
 

妻
を
こ
ろ
し
て
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
訪
ね
来
よ 

花
火
の
群
れ
の
幾
人
が
死
を
考
え
る 

死
に
顔
の
美
し
さ
な
ど
何
と
し
よ
う 

 
 

凶
暴
な
愛
が
欲
し
い
の
煙
突
よ 

 
 

自
画
像
を
血
で
描
く
母
を
子
よ
い
つ
か 

恋
成
れ
り
四
時
に
は
四
時
の
汽
車
が
出
る 

投
げ
ら
れ
た
茶
碗
を
拾
う
私
を
拾
う 

 
 

こ
の
家
の
子
を
生
み
柱
光
ら
せ
て 

 



川
柳
と
俳
句 

潜
在
意
識
の
中
に
川
柳
は
俳
句
よ
り
下
位
の
文
芸 

 

俳
句
←
連
歌
の
発
句
（
大
将
の
位
） 

 

川
柳
←
連
歌
の
平
句
（
兵
卒
の
位
） 

 

俳
句  

有    
有 

 

文
語  

風
景
画 

 
 

 (

季
語)  (

切
れ
字) 

(

語
体) 

 (

対
象) 

 

川
柳 

無    

無    
口
語  

人
物
画 

 

朝
が
ほ
や
つ
る
べ
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水 

朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水 

滝
の
上
に
水
あ
ら
は
れ
て
落
ち
に
け
り 

後
藤
夜
半 

な
ん
ぼ
で
も
あ
る
ぞ
と
滝
の
水
は
落
ち 

 

前
田
伍
健 

小
寺 

勇 

（
俳
人
） 

き
ま
り
文
句
の
「
ぼ
ち
ぼ
ち
だ
ん
な
」
十
二
月 

熱
が
あ
る
い
う
た
ら
で
ぼ
ち
ん
も
て
く
る
妻 

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
が
よ
う
て
ス
テ
テ
コ
は
な
ん
で
や
ね
ん 

蚊
に
覚
め
て
ほ
べ
た
で
ぼ
ち
ん
め
く
ら
打 

熱
い
う
ど
ん
や
で
呑
む
う
ど
ん
や
の
風
邪
薬 



川
柳
と
俳
句 

潜
在
意
識
の
中
に
川
柳
は
俳
句
よ
り
下
位
の
文
芸 

┌
俳
句
←
連
歌
の
発
句
（
大
将
の
位
） 

└
川
柳
←
連
歌
の
平
句
（
兵
卒
の
位
） 

┌ 

俳
句  

有    
有 

 

文
語  

風
景
画 

 
 

 (

季
語)  (

切
れ
字) 

(

語
体) 

 (

対
象) 

└ 

川
柳 

無    

無    
口
語  

人
物
画 

┌
朝
が
ほ
や
つ
る
べ
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水 

└
朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水 

┌
滝
の
上
に
水
あ
ら
は
れ
て
落
ち
に
け
り 
後
藤
夜
半 

└
な
ん
ぼ
で
も
あ
る
ぞ
と
滝
の
水
は
落
ち 

 

前
田
伍
健 

小
寺 

勇 

（
俳
人
） 

き
ま
り
文
句
の
「
ぼ
ち
ぼ
ち
だ
ん
な
」
十
二
月 

熱
が
あ
る
い
う
た
ら
で
ぼ
ち
ん
も
て
く
る
妻 

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
が
よ
う
て
ス
テ
テ
コ
は
な
ん
で
や
ね
ん 

蚊
に
覚
め
て
ほ
べ
た
で
ぼ
ち
ん
め
く
ら
打 

熱
い
う
ど
ん
や
で
呑
む
う
ど
ん
や
の
風
邪
薬 



    

百
花
繚
乱
―
川
柳
の
復
活
・
庶
民
化 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

シ
ル
バ
ー
川
柳 

文
芸
川
柳 

女
子
会
川
柳 

ホ
ー
ム
レ
ス
川
柳 

イ
ナ
カ
川
柳 

     



   

（
１
） 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

エ
コ
！
エ
コ
！
と
単
な
る
ケ
チ
を
正
当
化 

定
年
で
上
司
と
妻
が
入
れ
替
わ
る 

耐
え
て
き
た
そ
う
言
う
妻
に
耐
え
て
き
た 

日
は
射
す
が
光
は
射
さ
ぬ
窓
の
席 

善
悪
を
知
ら
ぬ
大
人
が
子
を
育
て 

こ
の
オ
レ
に
あ
た
た
か
い
の
は
便
座
だ
け 

犬
は
い
い
崖
っ
ぷ
ち
で
も
助
け
ら
れ 

肩
書
が
取
れ
て
背
中
も
丸
く
な
り 

講
演
会
よ
く
寝
た
人
ほ
ど
拍
手
す
る 

窓
際
も
外
か
ら
見
れ
ば
窓
の
内 

 
   



（
２
）
シ
ル
バ
ー
川
柳 

欲
し
か
っ
た
自
由
と
時
間
持
て
余
す 

お
医
者
様
パ
ソ
コ
ン
見
ず
に
オ
レ
を
診
て 

来
世
も
一
緒
に
な
ろ
う
と
犬
に
言
い 

あ
の
世
で
は
お
友
達
よ
と
妻
が
言
い 

目
も
耳
も
悪
く
な
っ
た
が
勘
は
冴
え 

美
し
く
老
い
よ
と
無
理
な
こ
と
を
言
う 

ア
イ
ド
ル
の
還
暦
を
見
て
老
を
知
る 

ど
こ
で
見
る
東
京
五
輪
天
か
地
か 

元
酒
豪
今
は
シ
ラ
フ
で
千
鳥
足 

新
聞
を
電
車
で
読
む
の
は
オ
レ
一
人 

【
光
輝
高
齢
者
の
独
り
言
】 

（
高
橋
様
ご
提
供
） 

      

自
己
紹
介
趣
味
と
病
気
を
ひ
と
つ
ず
つ 

 
 
 

ク
ラ
ス
会
食
後
は
薬
の
説
明
会 

飲
み
代
が
酒
か
ら
薬
に
代
わ
る
年 

起
き
た
け
ど
寝
る
ま
で
特
に
用
も
な
し 

ま
だ
生
き
る
積
り
で
並
ぶ
宝
く
じ 

目
ざ
ま
し
の
ベ
ル
は
ま
だ
か
と
起
き
て
待
つ 

延
命
は
不
要
と
書
い
て
医
者
通
い 



 
（
３
）
文
芸
川
柳 

葬
式
で
会
い
ぼ
ろ
い
こ
と
お
ま
へ
ん
か 

 

須
崎
豆
秋 

 

生
命
線
だ
け
は
易
者
に
ほ
め
ら
れ
る 

 
 

松
原
秀
河 

 

え
え
人
ほ
ど
早
よ
死
に
は
る
と
ぼ
く
に
言
う
古
下
俊
作 

 

被
害
者
に
く
る
こ
と
は
無
い
時
効
の
日 

 
 

丸
山
貞
春 

原
子
力
さ
て
人
間
よ
何
処
へ
ゆ
く 

 
 

高
木
夢
二
郎 

子
の
希
望
聞
い
て
や
れ
な
い
薪
を
割
る 

 
 

英 

城 

偉
い
子
は
い
ぬ
が
ど
の
子
も
親
思
い 

 
 

森 

紫
苑
荘 

よ
う
き
い
と
き
や
妹
つ
い
で
に
叱
ら
れ
る 

 

西
尾 

栞 

終
着
駅
近
付
き
棚
の
荷
を
下
ろ
す 

 
 

 
丸
山
貞
春 

 

五
月
闇
痛
い
と
こ
ろ
に
船
が
着
く 

 
 

樋
口
由
紀
子 

両
足
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
嘘
を
つ
く 

 
 

樋
口
由
紀
子 

こ
の
墓
は
い
い
地
下
鉄
が
さ
わ
っ
て
い
く 

普
川
素
床 

仮
想
敵
僕
に
は
左
右
の
手
が
あ
っ
て 

 
 

普
川
素
床 

 

 



ま
と
め 

ー 

川
柳
は
何
を
詠
ん
で
い
る
か
。 

(
１)
万
人
の
願
い
を
描
く
。 

天
下
を
論
じ
国
家
を
論
じ
金
が
欲
し 

 

今
川
乱
魚 

(

２)
 

男
女
の
愛
を
教
え
る
。 

 
 

子
を
産
ま
ぬ
約
束
で
逢
う
雪
し
き
り 

森
中
恵
美
子 

(

３)
 

嘆
き
を
代
弁
す
る
。 

 
 

 

こ
の
広
い
世
界
に
僕
の
職
が
な
い 

 
 

泉
正
太
郎 

(

４)
 

人
間
の
暗
部
を
さ
ら
す
。 

 

さ
り
な
が
ら
痴
漢
の
心
少
し
持
ち 

 
 

西
尾 

栞 

(

５)
 

負
の
心
情
を
詠
む
。 

 
 

 

出
世
し
た
仲
間
の
話
で
座
が
沈
み 
 
 

岩
谷
政
子 

(

６)
 

人
情
の
機
微
を
う
が
つ
。 

 

中
継
ぎ
も
打
た
れ
先
発
ほ
っ
と
す
る 

 
満

州

生 

(

７)
 

批
判
精
神
の
短
詩
型 
 
 

 
 
 
 
  
 

渡
邊
隆
夫 

カ
ラ
フ
ル
に
国
家
が
来
ま
す
ピ
ヒ
ッ
ピ
ヒ
ッ 

 

(

８)
 

時
代
を
と
ら
え
る
。 

 
 

 

昔
む
か
し
赤
紙
と
い
う
人
さ
ら
い 

 

矢
部
あ
き
子 

(

９)

人
生
と
は
何
か
を
教
え
る
。 

台
本
の
な
い
人
生
が
す
ば
ら
し
い 

 
 

細
井
辰
二

（
１０
）
美
し
い
情
感
の
う
た 

 
 

 

星
空
を
眺
め
て
妻
の
馬
車
を
待
つ 

 
 
 

高
階
秀
峰 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
私
の
作
句
指
針 

 

笑
い
は
必
須
、
し
か
し 

笑
わ
せ
る
句
で
は
な
く 

 
 
 

自
然
に
笑
い
が
漏
れ
る
よ
う
な
句
を 

  
 
 

   

平 

明 
 
 
 

   

ユ
ー
モ
ア 

 
 
 

   

人 

生 
 
 
 

   

余 

韻 
   



江
戸
時
代
の
川
柳
作
者 

(
１) 
松
浦
静
山
（1760

～1841

） 
 

 

江
戸
後
期
の
大
名
で
、
松
浦
壱
岐
守
清
。 

 
 

江
戸
浅
草
の
藩
邸
に
生
ま
れ
、1

7
7
5

平
戸
藩
主
を

嗣
い
だ
。
退
隠
後1

8
2
1

以
後
死
ぬ
ま
で
の
二
十
年

間
毎
晩
執
筆
し
て
「
甲
子
夜
話
」
正
続
各
百
巻
、

第
３
編
７
８
巻
を
著
し
た
。
そ
こ
に
多
く
の
川
柳

あ
り
。 

市
迄
ハ
桶
や
の
家
内
ち
ぢ
こ
ま
り 

隅
田
川
あ
り
や
な
し
や
と
ふ
っ
て
見
る 

あ
き
ぬ
の
ハ
続
く
日
和
と
米
の
飯 

貸
し
た
の
ハ
ね
か
ら
忘
れ
ぬ
茗
荷
売 

 「
川
柳
派
の
句
は
鄙
野
な
れ
ど
、
世
事
人
情
に
委
曲 

 

通
貫
せ
る
に
は
感
嘆
せ
り
。」 



 

(

２)
 

葛
飾
北
斎
（1

7
6
0

～1
8
4
9

） 

 
 

江
戸
後
期
の
浮
世
絵
師
。 

 
 

狩
野
派
・
土
佐
派
の
画
法
を
学
び
、
司
馬
江
漢

な
ど
の
洋
風
銅
版
画
に
も
関
心
を
寄
せ
た
。 

「
北
斎
漫
画
」1

5
編
（1

8
1
4

か
ら
刊
行
） 

「
富
獄
三
十
六
景
」
（1

8
3
2

）
は
著
名
。 

（6
4

歳
～7

3

歳
「
柳
多
留
」8

4
～1
2
5

篇
に 

活
躍
。
約1

8
0

句
収
録
） 

 
 

売
据

う
り
す
え

の
よ
う
に
御
寺
の
煤
は
ら
ひ 

ど
っ
ち
ら
で
年
を
と
ろ
う
と
渡
し
守 

蜻
蛉
は
石
の
地
蔵
に
髪
を
結
ひ 

灰
吹
き
に
烟
り
の
残
る
暮
の
客 

水
加
減
亭
主
産
所
へ
聞
き
に
来
る 

  



(
３)

 

柳
亭
種
彦
（1

7
8
3

～1
8
4
2

） 

 
本
名
・
高
屋
知
久
。
禄
高
二
百
石
の
旗
本
。 

草
双
紙
の
作
者
。 

「
正
本
製
（
じ
ょ
う
ほ
ん
た
て
）
」（1

8
1
5

～1
8
4
1

）

「
偽
紫
田
舎
源
氏
」
（1

8
2
9

～1
8
4
2

）
に
よ
り 

人
気
作
者
と
な
る
。 

「
柳
多
留
」
の
序
文
を
六
回
書
き
、
し
ば
し
ば 

判
者
を
つ
と
め
て
い
る
。 

木
卯
あ
る
い
は
柳
亭
の
名
で3

7
0

句
が
収
録
さ 

れ
て
い
る
。
四
世
川
柳
の
狂
句
時
代
。 

白
川
の
関
で
捨
て
た
る
京
扇 

其
上
に
針
だ
こ
も
あ
る
い
い
女
房 

応
挙
の
幽
霊
偽
筆
か
と
迷
っ
て
る 

扨さ
て

の
字
の
音お

ん

を
聞
か
れ
て
扨
困
り 

茶
を
呑
み
に
下
界
へ
出
づ
る
塔
大
工 

 



 


